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務時間については，一昼夜 24制で朝 8時 30分








































































　平成 3年 4月　特定行為 3行為
　　　　　 8月　・9項目の範囲拡大
　　　　 　　　　  ・救急 II・救急科課程
　 平成 15年 3月　救急救命士による AEDによ
る除細動
　 平成 16年 7月　救急救命士による気管挿管，
一般市民に AED使用
　平成 16年 8月　救急隊員による AED使用
　 平成 18年 4月　救急救命士による薬剤（ア
ドレナリン）投与
　 平成 21年 3月　救急救命士によるエピネフ
リン製剤の使用


























































































　（3）　BLS（Basic Life Support : 一次救命処置）
　BLSとは，急に倒れたり，窒息を起こした人
に対して，その場に居合わせた人が，救急隊や医
師に引き継ぐまでの間行う応急手当のことであ
る。専門的な器具や，薬品などを使う必要がない
ので，正しい知識と適切な処置の仕方さえ知って
いれば，誰でも行うことができる。以下ではその
手順を示す。
　①　 意識のない人の発見・目の前で人が倒れ
た。
　②　緊急通報・AEDの要請。
　③　呼吸の確認をする。
　④　CPRを開始する。
　（4）　AED（Automated External Defibrillator）
　AEDとは心室細動の際に機器が自動的に解析
を行い，必要に応じて電気的ショック（除細動）
を与え，心臓の働きを戻すことを試みる医療機器
である。以下ではその使用方法を示す。
　①　電源をオンにする。
　②　パッドを装着する。
　③　機械が心臓の波形（心電図）を読み取る。
　④　ショックの必要性を確認する。
　⑤　除細動を開始する。
6.　ま と め
　これからの救急医療では，医師と救急隊員によ
る連携が不可欠である。現在は，病院・救急車・
患者の状況を瞬時に判断できず，最善の医療，搬
送ができていないので，e-matchやドクターなど
を導入していくべき。また一刻を争う現場での処
置が不十分なので，救急隊員の処置の拡大を認
め，その講習も全国でもっと行っていくべきだと
思う。そして救急隊全員が救急救命士であること
が理想である。
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